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令和２年第１回定例会（３月）
令和２年度予算を可決

 会計別予算規模

一般会計 45 億円　特別会計 29 億 5,108 万円

会　　計　　名 令和 2 年度
予算額

令和元年度
予算額 増減額 増減率 (%)

一 般 会 計 4,500,000 4,870,000 △ 370,000 △ 7.6

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 1,104,816 996,000 108,816 10.9

後期高齢者医療特別会計 191,062 191,000 62 0

介護保険事業特別会計 814,879 826,100 △ 11,221 △ 1.4

公共下水道事業特別会計 647,606 489,246 158,360 32.4

農業集落排水事業特別会計 192,718 205,744 △ 13,026 △ 6.3

小　計 2,951,081 2,708,090 242,991 9.0

合　　　計 7,451,081 7,578,090 △ 127,009 △ 1.7

水
道
事
業
会
計

収　益
収　入 461,827 462,420 △ 593 △ 0.1

支　出 461,827 462,420 △ 593 △ 0.1

資　本
収　入 585,100 247,260 337,840 136.6

支　出 725,420 375,559 349,861 93.2

　令和 2 年第 1 回定例会が、3 月 4 日から17 日
までの 14 日間の会期で開催されました。
　本定例会では、第 6 次総合計画基本構想を
はじめ、令和 2 年度各会計予算、条例の一部
改正など 32 件の議案等が提出されました。
これに伴い、総務文教委員会、経済建設委員会が
開催され、関連議案の審議をしました。
　また、3 月 10 日、11 日、12 日の 3 日間に
わたり予算特別委員会が開かれ、令和 2 年度の
各会計予算について集中審議されました。
　本会議での採決の結果、陳情第 1 号は不採択。
その他の議案等は原案のとおり可決されました。
　なお、町政全般にわたり、4 名の議員が一般
質問を行いました。

（単位：千円）
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令和 2年第１回定例会では、２ページのほか下記のことが決定しました。

承認第１号
専決処分の承認について（令和元年度五霞町一般会計補正予算（第 5号））
歳入歳出それぞれ 1,005 万 7 千円の追加補正

承認第２号
専決処分の承認について（令和元年度五霞町公共下水道事業特別会計
補正予算（第 3号））
歳入歳出それぞれ 827 万 2 千円の追加補正

議案第１号
五霞町教育委員会委員の任命同意について
地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 4 条第 2 項の規定に基づく任命同意
・大道寺　繁行　氏

議案第２号
第６次五霞町総合計画基本構想について
今後 20 年間の魅力あるまちづくりを目指して、五霞町が進むべき方向性を
明らかにした「まちづくりの基本的な指針」を策定

議案第３号
総

五霞町行政組織条例の一部を改正する条例
総務課と政策財務課の所管事務の見直しに伴う条例の一部改正

「政策財務課」→「まちづくり戦略課」に改正

議案第４号
総

五霞町まち・ひと・しごと創生有識者会議設置条例の一部を改正する条例
五霞町行政組織条例の一部改正に伴う条例の一部改正

議案第５号
総

五霞町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例
人事院勧告に基づく条例の一部改正

議案第６号
総

五霞町企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例

人事院勧告に基づく条例の一部改正

議案第７号
総

五霞町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正
する条例
人事院勧告に基づく条例の一部改正

議案第８号

五霞町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の特例に
関する条例の一部を改正する条例
町の財政状況を考慮し、町長、副町長、教育長の月額給料を減額

（実施期間：令和 2 年 4 月 1 日から令和 3 年 3 月 31 日まで）
・町長　10％　・副町長　5％　・教育長　5％

議案第９号
総

五霞町後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例
延滞金の端数処理の規定を町税と統一するため条例の一部改正

議案第 10 号
経

道の駅「ごか」の指定管理者の指定について
指定管理者：株式会社　五霞まちづくり交流センター
 代表取締役社長　染谷　森雄
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議案第 11 号
経

町道の廃止について
幸主地内における 4 路線
①町道 2216 号線　延長 79m ②町道 2217 号線　延長 124.9m
③町道 2218 号線　延長 59.8m ④町道 2239 号線　延長 200m　　

議案第 12 号
経

財産の処分について
首都圏氾濫区域堤防強化対策事業に伴う町有財産の処分

議案第 13 号

五霞町公共下水道事業五霞町環境浄化センター耐震補強工事の委託に関する
協定の一部を変更する協定の締結について
協定金額の変更
変更前　99,912,000 円　　変更後　136,652,000 円
工期の変更
変更前　平成 30 年 6 月 8 日から令和 2 年 3 月 31 日
変更後　平成 30 年 6 月 8 日から令和 2 年 6 月 30 日

議案第 14 号
総 経

令和元年度五霞町一般会計補正予算（第 6号）
歳入歳出それぞれ 1 億 5,088 万 2 千円を減額補正

議案第 15 号
総

令和元年度五霞町国民健康保険特別会計補正予算（第 4号）
歳入歳出それぞれ 1,964 万 2 千円を追加補正

議案第 16 号
総

令和元年度五霞町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 3号）
歳入歳出それぞれ 184 万円を追加補正

議案第 17 号
総

令和元年度五霞町介護保険事業特別会計補正予算（第 4号）
歳入歳出それぞれ 6,758 万円を減額補正

議案第 18 号
経

令和元年度五霞町公共下水道事業特別会計補正予算（第 4号）
歳入歳出それぞれ 690 万 8 千円を減額補正

議案第 19 号
経

令和元年度五霞町農業集落排水事業特別会計補正予算（第 3号）
歳入歳出それぞれ 371 万円を減額補正

議案第 20 号
経

令和元年度五霞町水道事業会計補正予算（第 3号）
（収益的収入及び支出）
収入 365 万 7 千円の減額補正　 支出 365 万 7 千円の減額補正

（資本的収入及び支出）
収入 1,130 万 5 千円の減額補正　支出 3,296 万 9 千円の減額補正

発議第１号 五霞町議会予算特別委員会の設置

発議第２号
五霞町議会委員会条例の一部を改正する条例
五霞町行政組織条例の一部改正に伴う条例の一部改正

陳情第１号
経 種苗法改正反対に関する陳情 不　採　択

※議案第 21 号から議案第 27 号については、新年度の各会計別予算となります。
総 = 総務文教委員会付託　　経 = 経済建設委員会付託
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Q 　プレミアム付商品券事業
の予算が大幅な減額補正と
なるが、理由は何か。
A 　当初の対象者見込みは、
３歳未満の子の属する世帯で
140 人、住民税非課税世帯
で 1,200 人でした。しかし、
実際の購入者は、３歳未満
児の世帯で 133 人、住民税
非課税世帯で 280 人でした。
対象者には、再度通知をする
など周知を図りましたが、当
初の需要予測を下回る結果と
なったことによるものです。

Q 　庁舎等複合設計業務委託料
について、事業の見送りによる
減額補正であると説明があった
が、見送った理由は何か。
A 　現在、庁舎等複合化の基
本構想を取りまとめている段
階であります。基本構想が完
成していない中で設計に着手
できませんので、先送りする
ことになりました。

Q 　ふるさと応援寄附金の返
礼品として、五霞町で生産・
製造されたものが全国へ届け
られている。この寄付金事業
と新規事業として始まる「ご
かファンクラブ推進事業」の
連携は想定しているか。
A 　両事業を同グループが所
管することになりますので、

Q 　町では出産祝い金と入学
祝い金を交付しているが、結
婚祝い金も創設してはどう
か。
A 　結婚祝い金について検討
した経緯もありますが、財源
の関係もあり、まずは出産と
小学校入学に対し、開始させ
ていただきました。結婚祝い
金については引き続き検討し
ていきたいと思います。

Q 　河川占用分及び幹線道路
等の除草作業委託料の減額補
正の理由は。除草は実施され
たのか。
A 　本来ならば業者委託をす
るところを、急を要する場合
などは町直営で対応したこと
や、一部道路について国によ
り除草作業が実施されたこと

から、委託料の支出が少なく
済みましたので補正するもの
です。

Q 　開発に伴う町道の廃止
で、民間事業者に当該地を払
い下げする際、価格はどのく
らいを予定しているのか。
A 　市街化調整区域内の周辺
地目が畑になっているため、
町の単価では１平米当たり
3,500 円となります。

Q 　防災行政無線デジタル化
工事費が減額補正になってい
るが、昨年の台風等を踏まえ
て、災害対策として早急に対
応すべきものはなかったの
か。
A 　全世帯向け防災ラジオが
必要であると感じましたが、
起債事業であるため、事業内
容を変更することが困難でし
た。今後、導入に向けて検討
していきたいと思います。

連携効果が期待できます。現
在も、町へ寄附をいただいた
お礼状に、町のパンフレット
等を同封し、町を知ってもら
う取組を行っています。

Q 　町内では、コシヒカリの
ほか、銘柄米をつくっている
方もいると思うが、ふるさと
応援寄附金の返礼品として、
地場産のコシヒカリと銘柄米
をセットにしたら、より一層
の売りになるのではないか。
A 　可能かどうかを含め調整
を図りたいと思います。ま
た、町内には、返礼品となり
うるものがほかにも潜在して
いますので、会社等へ協力を
依頼していきたいと考えてい
ます。

入学祝い金
30,000 円

出産祝い金
50,000 円

五霞町

予算特別委員会

Q A&

常任委員会

Q A&
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Q 　職員用パソコンの入れ替
えの際、古い端末内に残った
データの処理はどのように
行っているのか。
A 　契約業者により、役場職
員の立ち会いのもと、全ての
ハードディスクに穴を空け、
データ破壊を行った上で、処
分をしています。

Q 　代替バスとごかりん号の
利用状況は。
A 　平成 30 年 10 月から令
和元年 9 月までの実績にな
りますが、代替バスは 5 万
8，599 人で前年度より 4,143
人 増、 ご か り ん 号 は 1 万
7,847 人で前年度より 3,472
人増でした。

Q 　ごかりん号の運行が廃止
となっている路線があるが、
インター周辺開発地内へ商業
施設が誘致できていないこと
や、今後、自動車運転免許を
自主返納する方が増えてくる
ことを考えると、この路線を
取り扱わないことは、公共交
通の公平性に欠けるのではな
いか。現段階で、どのような
方向性を考えているか。
A 　現在、町内企業と連携し
た形ができないか協議を進め
ているところです。

Q 　社会福祉協議会運営補助
金が約 440 万円減額となっ
ているが、その理由は。
A 　人件費を含めた事業全体
の見直しを行ったことによる
減額です。

Q 　空家等対策事業に計上の
空家等除却（解体）補助金の
予算要求は、１棟あたり 30
万円で２棟分であるが、昨年
度予算は１棟あたり 50万円
で３棟分であった。予算を減
額した理由は何か。
A 　これまでに実績がないこ
とや町の財政面を考慮して見
直しました。

Q 　65 歳以上の方を対象に
助成を行っているインフルエ
ンザと成人用肺炎球菌予防接
種の接種者数は。　
A 　平成 30 年度の実績で、
インフルエンザは 1,216 人、
成人用肺炎球菌は 202 人で
す。

Q 　土地利用事業化検討業務
について、これまでの状況と
今後の流れは。
A 　平成 30 年度に町内全域
において新規開発候補地とし
て 10 数カ所を選定し、事業
化の可能性について調査検
討を行いながら、候補地を 5
箇所程度に絞り込みました。
令和元年度には、農政協議等
を行いながら 3 箇所に絞り
込みました。令和 2 年度に
は、1 箇所に絞り込み、権利
調査や設計関係、基準点測量
等を行いながら準備委員会を
立ち上げ、令和 4 年度には
事業化できるよう進めていき
ます。

Q 　シルバー人材センターで
請け負っている受注金額及び
手数料収入はどのくらいか。
A 　平成 30 年度の請負受注
金額は、1 億 1,425 万 6,540
円。手数料収入は、933 万
7,061 円でした。

Q 　独居高齢者や高齢者のみ
の世帯に設置している緊急通
報装置の機能は。
A 　ご自宅の電話線に取り付
けることで、緊急時にボタン
を押せば、消防署につながる
仕組みです。消防署から身内
の方やご近所の方へ連絡がい
くようになっています。

Q 　転作実施面積における、
麦類、大豆、飼料用米等の戦
略作物の占める面積は。
A 　平成 30 年度の実績で、
麦類が 70 万 3,552㎡。大豆
が 4 万 7,842㎡。飼料用米
が 33 万 1,654㎡です。

Q 　認定農業者に登録をされ
ている方は何名いるのか。ま
た、平均年齢はどのくらいか。
A 　27 名が登録しており、
平均年齢は 60 代後半くらい
です。 
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Q 　今後、商業施設の誘致に
ついての考えは。
A 　新たな開発候補地の中
に、商業施設エリアを組み込
めるのか、また、道の駅の後
ろの土地の利活用を考えてい
く中で、道の駅の拡充等も含
め、商業施設ができないか今
後検討していきます。

Q　町道 5号線の道路改良工
事に伴い、以前から信号機の
設置を要望しているが、その
進捗状況は。
A 　信号機の設置要望につい
ては境警察署に、生活安全課
を通して行っています。警察
署の見解ですが、交通量を見
て、設置を行うとの回答をい
ただいており、町としても引
き続き設置要望を行っていき
ます。

Q　町道 5号線と県道幸手境
線バイパスの道路完成予定は
いつ頃か。
A 　町道 5 号線は令和 4 年 3
月、県道幸手境線バイパスは、
令和 3 年 3 月末を予定してい
ます。

Q　五霞町では、英語教育に
力を入れていますが、どのよ
うに効果を検証していくのか。
A 　令和 2 年度より中学 3
年生を対象に英語検定受検料
補助を行い、指標をみていこ
うと考えています。

Q　教育活動指導員の学校別
の配置と役割は。
A 　教員職を持った方で、各
学校に 2 名います。中学校
には外国語専門の方を 1 名
配置しています。小学校にお
きましては、担任の先生の補
助という形で入っています。

Q　外国語指導助手 ALT を
2人配置するということです
が、どこに何人配置するのか。
A 　中学校に 1 人、小学校に
1 人配置しています。小学校
においては、1 人の方が 2 校
を見ています。

Q　今後、プログラミング教
育の課程が入ってくるが、指
導に当たる方の確保は。
A 　令和 2 年度からプログ
ラミング教育が始まるに当た
り、学校に講師を招いて、教
職員の研修会を行う予定で
す。

Q　国民健康保険被保険者の
ジェネリック医薬品の利用率
は。
A 　令和元年 10 月診療分の
利用率は 80.6％です。

Q　疾病予防事業として、人
間ドックと脳ドックを受ける
方へ補助金を出しているが、
令和元年度の実績は。
A 　56 名の方に助成を行っ
ています。

Q　下水道施設整備事業にお
ける広域化共同化計画策定業
務の進捗状況は。
A 　令和元年度において、公
共下水道と農業集落排水を統
合し一本化できるかどうかの
調査を行い、さらには、埼玉
県や千葉県、茨城県など、他
の流域の下水道に繋げられる
かどうかの調査も行っていま
す。令和 2 年度においては、
全体計画の策定を行い、その
結果をもとに関係機関との調
整を図っていきます。

Q　川妻浄水場の浄水設備に
ついて、増設することによっ
て浄水処理能力はどの程度に
なるのか。また、五霞町の水
需要を考えれば、増設はせず
に現在の処理能力と埼玉県水
からの取水量で十分足りるの
ではないか。
A 　8,100 トンの浄水処理能
力になります。現在、稼働し
ている部分の老朽化及び今後
の水需要を含む安定供給に対
応していくものです。
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ここが聞きたい　一般質問
黛　丈夫 議員

上下水道の広域化・共同化は、具体的に進捗しているのか
茨城県を介して、関係機関との事務ベース会議を
実施している状況である

道の駅ごか裏側用地 7,300㎡の取得の有効性は
魅力ある道の駅として、改修、拡張のために重要な用地と捉えている

紙面の都合で発言を要約して掲載しています。

　平成 28年度より一般質問
等で度々取り上げられ、広域
化等を推進するとの強い意思
表示がされているが、具体的
な方向性、計画が示されてい
ないのでは。

問　計画案、課題、期限、費
用等は。

　厳しい町財政運営の中、土
地利用や施設計画が示されず
に土地取得ありきで進められ
ていないか。土地や施設に数
億円の多額投資が想定される
が。

問　周辺企業誘致が商業施設
から製造・物流へと大方向転
換されたが、計画の見直しは。
都市建設課長 　 実 情 を 踏 ま

え、道の駅の拡充計画、土地
活用等、有識者意見を参考に、

道の駅ごか

上下水道課長 　上水は、埼玉
県水の全量受水等を含め検討
段階であります。下水は、公
共下水道と農業集落排水の統
合を令和 11 年度末目途で進
めています。上下水道とも計
画がより具体化された段階で
費用、期限等を含め説明させ
ていただきます。

また、民間活力の導入も含め
検討し、来年度までに構想を
まとめて説明させていただき
たいと考えています。

問　財源は。また、買い物弱
者への改善につながるのか。
政策財務課長 　町財政は今後

も極めて厳しい状況になる
が、民間活力の活用等、様々
な手法を検討するとともに、
事業全体への影響を含め、総
合的に判断をしていきます。

問　広域化に向け、国や茨城
県他への働きかけは。

町長 　国会議員や近隣首長
をはじめ関係機関には、町の
実情を説明しています。早期
実現のためには、陳情活動等、
どこへでも出向く考えであり
ます。

産業課長 　現在の道の駅にな
いサービスの拡大と利便性の
向上で、買い物弱者に応えら
れると考えています。

問　将来の道の駅のあり方にど
のように結びつけていくのか。

町長 　町及び IC エリアの
核として、事業展開の方策を
検証し、新たな道の駅のビ
ジョンを構築してステップ
アップにつなげていきたいと
考えています。

答

答

問

問

（ 8 ）



山本　芳秀 議員
財政状況からみた行政運営について
持続可能な行政運営に必要な粘り強い取組を推進
しなければならない

商工行政の取組について
第６次総合計画を進める中で、地域の発展に寄与できる事業を
精査し支援していきたい

　令和２年度から第６次総合
計画がスタートします。今後
の財政見通しについて問う。

問　令和元年度、令和２年度
予算の対比により今後の見通
しは。
政策財務課長 　圏央道五霞イ

ンターチェンジ周辺地区への
企業進出決定に伴い固定資産
税の増額が見込まれるもの
の、特別会計への繰出金の支
出等により極めて厳しい状況
になることは明らかです。

昨年度に開催されたイベントのポスター

　地域の小規模事業者は、後
継者難及び不況等により廃業
の危機に遭遇している事業所
が増加傾向にあるが、町とし
て何らかの支援が必要と思わ
れるが。

問　町独自のプレミアム商品
券事業は有効と思われるが。
産業課長 　地域経済活性化
に有効な取組と認識していま
すが、過去の事例、先進自治
体を参考に検討したいと思い
ます。
問　地域活性化のためイベン
トを開催している団体に対し
「イベント補助金」の創設は
できないか。

問　人口減少問題について問う。
政策財務課長 　第６次総合計

画の中に、活力あるまちづく

町長 　イベントは、地域
コミュニティを形成する上で
も極めて重要と認識していま

り戦略と持続するまちづくり
戦略の両方を打ち立て取り組
みます。

す。今後、事業内容を精査し、
検討したいと思います。

答

答

問

問

第 6 次五霞町総合計画

重点プロジェクト１

活力あるまちづくり戦略
基本目標１
ようこそ五霞へ！
心をつかみ、地域とつながるまちづくり

基本目標２
いいよね五霞！
共感があふれ、協力して創るまちづくり

基本目標３
五霞がすき！
まちを愛する人がいっぱいのまちづくり

基本目標１
身の丈サイズの五霞へ！
ぴったりがちょうどいいまちづくり

基本目標２
皆が助け合う五霞へ！
ヒト・モノ・サービスに加え、ココロ
（心）も分かち合うまちづくり

基本目標３
進化する五霞へ！
挑戦と革新で元気になるまちづくり

重点プロジェクト２

持続するまちづくり戦略
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江森　美佐雄 議員
道の駅ごかの維持、発展について
道の駅ごか振興事業として改善に継続して取り組む

第 6次総合計画について
五霞町と関わりのある全ての方々と行政が一体となって、
協働のまちづくりを進めていく

　15 年が経過した今こそ、
将来を見据えた施策を実行に
すべき時と考えるが。

問　空調・衛生設備は改善が
必要では。
産業課長 　屋根の遮熱塗装
が完了。今後、道の駅と連携
しながら空調設備の改善を進
めていきたい。衛生設備（ト
イレ）については、快適で多
機能なものが求められている
ので、国交省と連携を図り改
善に向けた取組を考えていき
ます。

　第 6 次総合計画は、課題
が多岐にわたる。その中で町
の自主財源を拡大することが
最も重要であるとの観点から
次を問う。

問　新たな町民を増やすため
の重要施策は。
政策財務課長 　具 体 的 に は

個別のアクションプランで
行っていきます。主に、市街
化調整区域内に住宅建築が可
能となる区域指定制度の導
入、道の駅ごかを中心とした
地域活性化事業、ごかファン
クラブ事業などの準備を進め
るとともに更なる広報戦略を
仕掛けていきます。

問　お客様第一の利用スペー
ス拡大が必要では。
産業課長 　現在、直売所で動
線を踏まえた陳列方法など関係
者間で協議を進めております。

問　（株）五霞まちづくり交流セ
ンターの役割責任を拡大すべき。

問　今後の企業誘致の取組の
重点は。
都市建設課長 　少 し で も 町

にとって有益な企業、若者が
魅力を感じる企業の誘致を心
がけています。現在、誘致で
きる土地に空きがない状況で
すが、進出を希望する企業は
多く、新たな開発地の選定を

町長 　今後の道の駅のあり
方として、裏側の用地取得や
新たな事業展開を進めていく
所存であり、これに関して、
交流センターには道の駅運営
の牽引者としての役割が求め
られます。

進めています。しかし、開発
に当たっては、農地法上の課
題解決が必須であり、圏央道
IC 周辺や新 4 号国道の沿線
を中心とした開発区域の選定
を国及び茨城県と調整を図り
ながら検討しているところで
す。

答

答

問

問

道の駅ごか直売所

川妻方面から眺めた五霞町
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新井　庫 議員
新型コロナウイルスについて
住民の生命、健康を守るのが行政の義務、最善の
対策をする

県道幸手・境線バイパスについて
令和 3年 3月の完成に向けて、工事が進められている

　現状と対応策、イベント等
について伺う。

問　発生から現在（3月 12
日現在）状況、国、県、町の
対応策はどのようになってい
るのか。
健康福祉課長 　昨年 12 月以

降に中国武漢市において発
生し、中国が最も多く、約 8
万人です。日本の感染者数は、
1,330人です。国においては、
県、町にイベント等の中止、
小・中・高等学校、特別支援
学校の休業要請等があり、町
は小中学校の休業、また、児
童館も休館したところです。

　完成式典の実施、供用開始
後について伺う。

問　式典は行われるのか、供
用開始後の交通事故、環境に
ついてどのように考えている
のか。
都市建設課長 　式典について

は、両県に確認したところ、現
時点では未定であり、今後、そ
れぞれの県で検討するとのこと
です。信号機については、町道
8 号線との交差点、幸主に向か
う交差点については、警察に要
望をしています。交通事故や騒
音等の問題には交通量の状況
により対応していきます。

問　教育委員会としては。
教育長　小中学校について
は、児童、生徒の健康を最優
先に考え、感染症拡大防止対
策として臨時休業が適切と考
え、3 月 2 日から臨時休業と
いたしました。

問　町の式典、事業について
は。
町長 　連絡会議において施

設の休館、町主催イベントの
中止、延期の決定、3 月 2 日
には新型コロナウイルス対策
本部を立ち上げ協議を行って
います。また、マスク、消毒
用アルコールについて、学校、

問　上船渡橋の改修はどのよ
うになっているか。
町長 　ゆとりのある幅員を

答

答

問

問

老人福祉施設等へ配布を始め
ています。

役場玄関に設置された消毒液

早期開通が期待される幸手・境線バイパス（原宿台けやき通り）

確保した橋の架け替えが必要
であり、埼玉県に対し、要望
しています。
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　２月 20日、茨城県内 12町村で組織する町
村議会議長会主催の研究会が水戸市の茨城県市
町村会館において開催され、当町議会も参加を
しました。
　研究会は、早稲田大学公共経営大学院教授の
片山善博氏による「地方の再生と日本の将来」
という演題で行われました。片山氏は、議会が
中心となって、それぞれの町にあった事業を
行っていくことが必要であること。また、様々

　２月 21日、多年にわたる地方自治の振興発
展に寄与された功績に対し、自治功労者表彰を
受賞されました。
　鈴木喜一郎議員は、平成 11年４月 30日に
当選以来、20年以上在職し功労のあった者と
して、大久保帝二前議員につきましては、平成
19年４月 30日に当選以来、昨年４月まで 12
年以上在職し功労のあった者として表彰されま
した。

議会トピックス

議会の動き（３月～５月）

茨城県町村議会議長会から自治功労者として２名が表彰

町村議会議員自治研究会に参加

６/４(木) ～ ６/8 (月) 予定

３月	４	日 第１回定例会初日

３月	５	日 総務文教委員会

３月	９	日 経済建設委員会

３月 10日 予算特別委員会

３月 11日 予算特別委員会

３月 12日 予算特別委員会

３月 13日 一般質問

３月 17日 第１回定例会最終日

３月 23日 議会全員協議会

５月	13	日 議会全員協議会

５月 21日 議会運営委員会

〃 議会全員協議会

※�新型コロナウイルス感染拡大防止のため、日程を変更する
　場合があります。

委 員 長
副委員長
委 員

植　竹　美智雄
黛　　　丈　夫
鈴　木　喜一郎
新　井　　　庫
山 本 芳 秀
小野寺　宗一郎※詳しくは、議会事務局又は町公式ホームページでご確認ください。
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一般質問は新型コロナウイルス感染症対策のため
行いません。

広報編集特別委員会

なことを国が考え、決めれば良いという風潮があるが、地域の人たちが自分で考え行動すること
が重要であると講演されました。

大久保　帝二	前議員鈴木　喜一郎	議員




